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みんなで

考えよう!

作る人と使う人の交流会

Ｗｅｂによる開発企業及び支援機器の

紹介動・のＳ信,Ｚｏｏｍによる意Ｒ交換

の実施

・特別講演

１支援機Ｓの開ｇ及び利・報き

●支援機器においてバイオデザインの手法を活用する

・ニーズの発信と支援機Ｓ活用の好事例と失Ｒ談

・ＡＴＡサテライトによる成東報告

●支援機器開発におけるモニター評価

支援機Ｓの展示･相談,デモンストレーション、

意見交換の実施

１・発支援機関の事業紹介

！支援機器の開発及び利用報告

ｉ令和2年度障害者自iZ支援機Ｓ等開il促進事業

成果報き

１ニーズを踏まえた支援機Ｓ開発をオンライン聞催

１特別イベント他

...　CZZirl障害者,家族,在ｇ･施設等の介護職員,・療･福祉従事者等・IS目gに::ごこ:ごで:ここごここ。。,－。。,。。。

○ぴｍごごどツち　０ぞ生労働省
�Health,LabQurandWe』句９
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例年,東京,大Ｒ,標回の3会帽にてＲ催しておリますシーズ･ニーズマッチング交流台ですが,新型

コロナウイルスの感染拡犬防止のため,今年はＷｅｂによるＨｎ企業Ｒびま援機器の紹介勤画の発信や

Ｚｏｏｍによる意只交換の実施といったＷｅｂ回催を行い,会場Ｈｲをは東京会場のみとなリます。

令和2年12月1日(火)～４日(金)10:00～17:00

テタノエイド協会交流会専■サイト

httpｓ／ｗｗｗl.techno･aids.or･jp/2020koryukai/ｗeb/entry/ S
（簡易な事前Ｓ録が必要です.）５１１

０Ｗｅｂ開催イベント内容プロブラムはP5～P8にＥｌ　　　　　　ほ
Webによる開発企業及び支援機Ｓの紹介勤回の発信、

Ｚｏｏｍによる意Ｒ交換の実施

Ｓ特別講演

ｅ支援機Ｓの開発及び利・報告

・支援機Ｓにおいてバイオデザインの手法をii・する

■ニーズの発信と支援機Ｓ活・の好事例と失敗談

ｅＡＴＡサテライトによる成果報告

・支援機Ｓ開発におけるモニター評価に関する講演

－

Ｗｅｂ会場への来堰にはお串込みが必要です.下Ｅの案がこ従い,テクノエイド協会ホームページ、

もしくは下だORコードよリお串込みください。ｉクノエイ回－ムページhttp://ｗｗｗ.tｅｃｈｎｏ･aids.ｏ「･jp

ぞ本Ｗｅｂサイトの利用は,令和8年2月10E(水)まで可能です。

テクノエイド協会

ホームページよリ

こちらをクリックして

参力[]串込ｍｎヘ

Web会場への来場串込の方法

みんなで・えよう!障・・自・支・・ａ

「シーズ･二－ズマッチング91棄会２０２０」
~作る人と使う人の交流貪~

-iSXﾏ'ﾁﾞﾝｸgSa211a･･･S

【Webによる開催3
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アクセス

【東京Ｒａ１
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ゆり力ぞめ
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令和3年２月９日(火)13:00～17:00/ 1 0日(水)9:00～15:00

ＴＯＣ有明４Ｆコンベンションホール

＠東京開催イペント内容プログラムはP9~PmこＥ載
支援機Ｓの展示・相談、デモンストレーション、意Ｒ交換の実施

■開発支援機関の事業紹介

■支援機Ｓの開発及び利用報告

・令和2年度障害き自立支援機Ｓ等開発促進事業成果報告

■ニーズを踏まえた支援機Ｓ開発　｜オンライン開催

・特別イベント　他

東京会場ではマスクの着用と体ぷ検査にご協力いただくと

ともに,Ｅ密を避けるため入場制限する場合があリますので

ご理解のほどよろしくお願いいたします。

-･～

-

串込が完了しよすと,登銀いただいたメールアドレスヘゆ込完了メールが届きます。

※届かない場合は,パンフレット記載の問い合わせ先へご連絡ください
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入力内容に悶違いが

ないか確認し,よろし

ければ「串ふむ」をク

リックしてください

・　、ご入力　jI!ｉ皿_．ｔ．

ニツクネーム国

メールアドレスＳ
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画面指示に従い。

「ニッフネーム」「メー

ルアドレス」を入力し

てください

入力が完了しました

らこちらのボタンを

フリック

-

-
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２流会（Web）へのｔＭゆ込みを受け付けており７ｙ．
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ログイン画面

ｊ

ｆ

担ｉ

会長

0000

000000000.cｏｍ

メッセージ

ボクたちは当事き搾の貫堡な意見を聞きたいが

ためにこの又流台に参加しています。ぜひ皆様

のご意見をお聞かせください。

担当者へ交流したい旨を11絡して

ください(Sliもしくはメール)
-

-

-

担当者とＷｅｂで交流する日時を

調整してください

�

TOPページ

イペントベージ

開催期間中に配信するイペ

ントを胆認いだだけよす。

出展企業一覧
ページ

出展している企業を一覧で

確認いただけます。

対象障害種別などで検索も

可能です。

１ シーズ・ニーズマツヂングSZIS2020 Wlb回●プログラム

トー　Ξ
｜　汪
し..s...。　1

れるW

ごごここＳｉｔ
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礪ｌ機ｌにＳわる社会の

四

ここつこりi3｝

チヤレンジ！片李てま作

ｉＥなｌいすの奎動Ｅａ

の銘発

台伺会とライフスペース

祠Ｒ
タ八９－ヘ八

ごごー～－～

扁祉ａ羞ほ凭に求めら

參討・ＳＩ・Ｓ征・隋

Ｓ奔ミをアシストする

Agls;MQIQrgZ会

こここここごゝ

･tとユーザーのかか

わり

ここここ（・ｉｔ

自らR･.自･叉匯Ｓ

器自劈ｉのアシストを

ミ察する

小Ｓ一Ｓゝ

７　　９　　．ｌｌ‾ｌ．１．

｜シ‾ス・二‾ズアヅチンク２ａ会2020＿ss2庶‾Ｒ　　　　　　　　　１

一－－－づ,･－Fﾖ白こごＦ自㎜
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クリックするとビデオ会礒

(Ｚｏｏｍ)につながります

オンライン交流の

やり方はこちら

約束の時間になリましたら左記の

【交流する】を押してください

●Ｚｏｏｍでの交流に必要な情報は出展者よﾘご案内します

●Ｚｏｏｍの操作が不明な規合は,左記の「やリ方はこちら」を

ワリッフしてご確認ください

クリックするとビデオ会議

(Ｚｏｏｍ)につながります

オンライン交流の

やり方はこちら

担・きの在席状況をほ認してください

在席…g!■者が在席

離席…担肖者が離席

交流[4=1…担当者が他参加者と

Ｚｏｏｍで交流中です

LIVE配信中の講演

映像がご覧いただけ

ます
J=--S･

LIVE配信中のプロブ

ラムが確認できます

SIxiゝ）Jg4でy･l－ 4i ・S ll4･
-な●11四・Q〃li

i~~~　－
“ぞ二“

と展企まごとのヨ像がご覧いただけます

Ｓ!Ｚ・皿

カテゴリごとの出展企業が確認できます

J

ニツクネーム

メールアトレス
「~’~~

又２会（Web）へ診力0・るためには、ｍ・みが必・です。
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出展企業

ページ

Ｓ

ａ農休樟畜Ｓ休不ｉ自）

出展企業及び支桓機

器の紹介動画をご覧

いただけます

1１
当該企某が出展して

いる毅器の説明がご

覧いただけます
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開催期問中にＺＯｏｍ

を活用して出展企業

と交流できます。

詳しい交流方法は下

記をご覧ください
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Webでの聴講はテクノエイドホームページよリ事前にお申し込みが必要です。

以下の待回にＥ信しよす.お好きな内容をご聴講ください。

テクノエイドホームページ　http:

SＩＳI

//ｗｗｗ.tｅｃｈｎｏ-aids.ｏ「･」p　i

Web開催プログラム(予万こ)
12J≡11日(火)～4日(金)10:00～17:00　1オンラインＥ９

匹iix

10:10
開会

Ｍ

10:30

11:30

JF -- -sゅaa-

11:40

11:40
S
12:10

13:00
S
13:30

障害･

01

e'･

13:40

13:40
S
14:10

14:10
S
15:10

-㎞　4回sa回■-¶

15:20

15:20
S
15:40

15:50
S
16:10

！

０３

ｅ!

！

OI

el

16:20

16:20
S
17:00

！

ｏ;

12J≡11日(火B1日)

開会･挨拶

※動画等を活用した交流の進め方

テタノエイド協会理事長

障害者自立支援機Ｓ開発における現状とＳＳ
厚生労働省社会･援護局障害保健福祉部部長

企画課自立支援振興室福祉工学専門官

大橋　謙策

赤渾

田上

公省Ｅ

未来Ｅ

　

ｏ歩行･起l:z着座･階段昇段をアシストする“着る”ロボットｃｕrａrａｔ
ＡssistＭｏtion株ま台社　　橋本　稔氏

eＹｏｕrEyｅs 株式会社ポニーキャニオン 黒渾　格Ｒ

　

ｏ支援機ａ開発における行政のｓｓと解決策～二－ズのｓｓと重ｓ性～
ほ生労・Ｓ・祉工享・ＭＥ　田上　未来ａ

ｅ基調講演1バイオデザインにおけるニーズ探索手法
株ま会社ライフトウディれま取締を（Ｅｉ）　原　陽介ａ

o日本視覚障害者回体連合

ｅ全日本難聴者･中途失聴者回体連合会

o実Ｅ場ilにおける被験者の保護

逢坂　忠ｍ

小川　光彦ａ

･←－－あ・ａぬあａ４４ａ･〃４Ｓ９き-e4461皐－ｓｓ４Ｓ｀ｓ４

支援技術開発機構理事長 山内　繁Ｅ

圓 ik

き･

９函iTTX
１０：３０

Ｕ：３０

生活

11:40

11:40

S
12:10

13:00

S
13:30

ｓi

9「

13:40

IB:40
S
14:10

－-･--------

15:20

15:20
S
15:40

15:50
S
16:10

！

ｔ

！

ｏ･

ｅｌ

16:20

16:20
S
16:40

！

ｏ･

12JE12日(水Ｗ日)

llE活を支える活動支援機Ｓ　特にロボットの開発
・日回4大・享Ｒ　才藤　栄－・

　

ｓａ転補助装置を自らｓ計開発小島式アクセルアシスト装置
小島　一朗ａ

９「ただの棒ではあリません!自1:i:支援・手すリ『ラ･クリップ』」
ｷ朱ま台社東海おaR工業　　安5工　宏ａ

－－－ －－ｅｉｄａＳＳＳＳｇ回９ＮＳ回ＳＳＳＳｅａＳ回ｇＳＳＳｆＱｇＳ回回回ＳＳ回Ｓ回回回Ｓ回回回回回回回回回回ＳＳ回回回ＳＳＳ回回回ＳＳ回ＳＳＳＳＳＳ

Oｗebを活用した意見交換の進め方
テクノエイド協会 五島　清■

　

ｏ全■脊髄損傷者連合会　　ｗ・きａａ

e日本ALs協会 岸川　忠彦Ｅ

oこんな福祉機ｓの開発を!ＡＴＡサテライト(栃木県)報告
座Ｒとちぎノーマライゼーションヲ究会　伊藤　勝規ａ

盾

｀
ｄ

回
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12JEll3日(木１日)

支援機Ｓ開発に求められるもの

■

静岡県立大学教授

　

石川　准氏

携帯版,直感的なタッチで会話を楽しむ
ｷ朱ま会社日立ヶ一イーシステムズ　　松浦　美紀彦Ｅ

タブレット版[ａ転基礎能ﾌﾞ]トレーニング」が目指すもの
株ま台社PRIDIST　E日ﾖ村　もな美Ｅ

。k

-

-

-

考

12J≡14日(金１日)

ａ

１０

Lﾖ』
30

1:30

11:40

11:40
S
12:ao

13:00

S
13:BO

13:40

43:40
S
14:10

15:20

15:20

S
15:40

15:50
S
16:10

16:20
S
16:40

17:00

二－ズを踏まえた支援機Ｓ開発
ｷ朱式会社む永S回≡ほft表取縦ぶ土長　松永　紀之Ｒ

　

Ｃンチャレンジ!両手･片手両JE目車いすの実現を目指して
合同会社ライフスペース研究所 斉藤　徹ａ

9生活機能の獲得を支援するクラウド･サービス:ライフスキル
レデックスキ朱ま台社　五藤　博義Ｅ

oこれまで|，

Ｏ

ｅ

ｅ

こ寄せられたニーズ

全・盲ろう者協会

テクノエイド協会

橋間　信市Ｅ

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)生ji環境ｇ究会　ｔ奉　高まａ

在宅生活を支援する福祉機Ｓ

４ｲ本障１者吏ａおａれいんぼうJII崎　小磯　さおﾘａ
－６－－－・Ｊ

閉会･挨拶

＝＝・＝－ミー ミー－－

(東京開催に向けて)

－－』－－－－－－－㎜㎜ｆ－－－■

篠　明子

S19k
10:30

11:30

支援1

11:40

11:40

S
12:10

IB:00
S
13:30

J㎜㎜㎜-㎜･･-回㎜

13:40

IB:40
S
14:10

Ol

ej

ｌ

ＯＩ

15:20

15:20
S
15:40

U:50
S
16:10

ｌ

Ｏｙ

ｅｆ

16:20

16:20

よ40

１

ｏこ

o自立を支援する自助具

oポリオの会

ｅ日本失語症協議会

小山　万ｍ子氏

丸橋　達也・

園田　尚美・

テワノエイドＳ台　宇日ﾖ川　竜吾

oこんな福祉機ｓの開発を!ＡＴＡサテライト(秋EB県)報告
ａぞを秋日ﾖ未来ｷ朱ヌ台社　六平　２人ａ
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ヨ密を避けるため,テクノエイド協会ホームページよリ事前のか加お申し込みにご協力ください。

新型コロナウイルス感染症の今後の勤[白]によリ,イベントＭ催の自粛が予測される場合には,無来規

者Ｈｲを(Ｗｅｂ)に■リ替えるてき|生があリます。

東京会場プログラム(予定)
2Fil9日（火）13:00～17:00、2J≡110日（水）9:00～15:00

-

-

-
2F19日（火曜日）13:00～17:00
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場

【Ｚ
-

テクノエイドホームページhttP://ｗｗｗ.tｅｃｈｎｏ･aids.ｏr･jp

2Jﾐ19日(火曜日) 13:00～17:00
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学校法人藤日ﾖＥ科大学
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林
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13:30

13:50

14:10
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14:50

15:10

15:30

15:50

16:10

厚生労働省

令和2年度障害者自立支援機Ｓ等開発促進事業

●障・児の日常!IEjiにおいて両手協■動作を促すIII練■の筋Ｓ義手と
ふ-J_/四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･九1 ●●-1 1 11.四●･八･ 1･－●1･r四

自助具 社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団

ｅ９き99り;９･1!ﾐり9TE]ざ。－ターダフフガタｙ岬
したレクリエーションエクササイズの開発

e視覚障・きのｌｏＴ化と情ｓ・有クラウドによる移・・ｓシステムの開ｓ
株式会社コンピュータサイエンス研究所

○高精細音響技術を活用した携帯型対話支援システムの開発
ユニバーサル･サウンドデザイン株式会社

o網膜投影型視覚支援機ａの開発
○在宅向け排泄支援装置

株式会社ＱＤレーザ

シェルエレクトロニタス株式会社

●き!1き!ぞ1!!Fiき!!11!ヽＥ１９!・!ぞSきｔil・7'liﾀｌｕｉ
価格帯の障がい児向けチャイルドシートの開発

ミクニライフａオート株式会社

o下肢切断者のモビリティを向上させるパワード義lil膝継手の開発
BioniCM株式会社

o盲ろう者支援ウエアラブル意ｓ疎ａ機ｓ －Ｒ社団・人ハートウェアラボ

Ｓ 冒ｋ
10:00

10:00
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S
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ＩＢ：００ 閉会
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13:30

13:30

IB:45

14:00

をＳＳＳ

15:00

15:00

15:35

10:00

10:00

13:30

１５：００

ＯＮＥＤＯ福祉事業のご紹介～福祉用Ｒ実・化開発の支援～
ＮＥＤＯイノペーション推・Ｍ生き　　只野　肇ａ

ｅ情報バリアフリーil信･放il役務提供･開発推進助成金制度のご案Fsｇ
ＮＩＣＴ １９バリアフリー推き・ ・Ｒ　伊藤　弘道ｍ

eJsＴの産学連携事業と福祉機ａ開発事例
JST起業女援室

9社会的自l:zのための文字と音声によるFI滑なコミュニケーション支援
ｷ朱it台社フィート　有光　哲彦ａ

＠ＩＳＩＳﾋＩＩをｉいる１１１１１１のＩｌｌ釦こついて一社ｌするＳｌｌのｌｌ-
ｷ朱ま会社ｍ・９覚化ほＲほ　黒日ﾖ　昌弘Ｋ

閉会

●111●ｋ そ予きＬヅニみ….……._…..…yyl§jT!T.察9
b一回---一回---一回回--S回-■--一回-■--SS一響--S---S回----一肖W-一響f回f喝回回回回回回s-回s輛回回-鰯一鹸･回回回a･一舗一儡一回S個-一回回--一回d-a回|

o(!!li!9?.!・講?９ブオリぴ?よａS
バイオデザインを応■した効果的な支援機Ｓのニーズ探索･開発プロセス

1朱ま台社ライフトゥデイltｉ・締ａ(E11)　原　陽介・

ニーズ探索手法における医療機器開発との相違点や支援機Ｓ開発に用いる際の特徴点･注意点

など,令手ﾛえ年度推ぷ事をぼま(フローチャート)を用いて,支援機ＳＲｇに新規か人する企Ｍとその

人材が,開発着手する際に効率よく事芙を進めるための方策について解説いただく。

eｉ託Z配む２ＭＩ?l?l患こ2ここ
「ｍもが安全に生」iできる"新しい生活様式' のあリ方」

ＮＥＤＯイノペーション推進部・立障害きリハビリテーションセンターほ究所

2020年度は視覚に障害がある方を主な対象として,第1回目に行つた二一ズ視点と第2回目に

行つたシーズ視点での議論を振リＥリ,ぷ方の一致点と乖離点を整理することで今後のま援機器開

発へ活かしていただく。

2J≡110日（水１日）9:oo～15:oo

3Dプリンターを使用した自助具製作で大切なこと

ｏr3Dプリンティング技術を■ｉした協回■支援機・提供システムの取組み」
日本・祉大ｉＳ９　渡辺　崇史ａ

「多様な個別性に対応した自助ａ製作について」仮称
Ｉさ障き者リハビリテーションセンターほ究ほ福祉ｅＳ開ＲＩＲ　　硯川　潤Ｅ

ｅ９９き９しい999915:919礎皿
障害者等にia慮した自動Ｓ転バスの提案

ＮＥＤＯロボット･AI部プロジェクトマネージャー

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所マネージャー
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